
　

８
月
11
日
の
夜
、
第
１
回
ぎ
ふ
長
良
川

花
火
大
会（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
長
良

川
河
畔
で
開
か
れ
、
今
回
か
ら
新
た
に
導

入
さ
れ
た
有
料
観
覧
席
と
協
賛
社
席
に
は

約
２
万
２
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
の
花
火
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
で
２
０
２
０
年
か
ら

中
止
し
て
お
り
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。　

　

約
１
万
発
の
色
鮮
や
か
な
花
火
が
次
々

と
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
、
岐
阜
市

に
夏
の
風
物
詩
が
輝
か
し
く
復
活
し
ま
し

た
。

特 集 ①

　

大
会
テ
ー
マ
は「
平
和
に
願
い
を
込

め
て
」。
約
１
時
間
に
わ
た
り
５
章
か

ら
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
音
楽
と
と
も
に

展
開
し
ま
し
た
。

　

過
去
最
大
と
な
る
打
ち
上
げ
幅
約
６

０
０
メ
ー
ト
ル
の「
超
ウ
ル
ト
ラ
ワ
イ
ド

ス
タ
ー
マ
イ
ン
」
で
幕
を
開
け
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
平
和
を
願

う
花
火
や
清
流
長
良
川
を
表
現
し
た
淡

い
水
色
の
花
火
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
連

続
打
ち
と
い
っ
た
迫
力
あ
る
演
出
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た

ウ
ル
ト
ラ
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
壮
大
さ
に
、

観
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

長
良
川
右
岸
に
は
約
１
万
７
千
席
の

有
料
観
覧
席（
最
前
列
席
・
三
脚
持
込

可
能
席
・
階
段
席
な
ど
）を
設
け
、
チ
ケ

ッ
ト
は
完
売
。
雑
踏
事
故
の
防
止
と
運

営
資
金
の
安
定
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
商
工
会
議
所
の
協
賛
社
席

で
観
覧
し
た
方
か
ら
は「
混
み
合
う
こ

と
な
く
、
用
意
さ
れ
た
席
で
花
火
を
鑑

賞
で
き
て
快
適
だ
っ
た
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
実
行
委
員
会
の
村
瀬 

幸
雄
会

長（
岐
阜
商
工
会
議
所 

会
頭
）は「
県
民
、

市
民
、
経
済
界
の
心
強
い
後
押
し
の
お

か
げ
で
花
火
大
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
」と
協
力
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
ぎ
ふ
長
良
川
花
火
大
会
は
、

盛
況
の
う
ち
に
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
、

岐
阜
県
、
岐
阜
県
警
察
本
部
、
岐
阜

中
・
北
・
南
警
察
署
、
岐
阜
市
消
防

本
部
、
岐
阜
中
・
北
消
防
署
な
ど
関

係
機
関
、
地
元
自
治
会
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企

業
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 
      

ぎ
ふ
長
良
川
花
火
大
会
実
行
委
員
会

御
礼

● ぎふ長良川花火大会実行委員会
　岐阜市、中日新聞社、岐阜新聞社、岐阜商工会議所など官民一体となって構成。これまで長良川の花火大会は、中日新聞社と岐阜新聞社がそれぞれ主催し、年２回実施してきたが、今回から一本化。

第１回 ぎふ長良川花火大会
盛大に開催
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